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(54)【発明の名称】 毛細管現象を利用した医療用吸引管

(57)【要約】
【課題】表面吸着せず、吸引効率が高く、操作、掃除不
要の吸引管及びその機能を持った器具類を提供する。
【解決手段】外筒、内筒の多重構造とし、毛細管現象を
利用し可能とした。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】外筒及び一又は複数の内筒に無数の穴を明
け、外筒と内筒又は内筒と内筒の隙間を血液の毛細管現
象が起こる程度に狭く設定し、外筒表面から血液を吸着
し、最も内側の内筒から吸引する構造を持つ医療用吸引
管。
【請求項２】外筒と内筒又は内筒と内筒の隙間を一定間
隔とし、この間に吸水性素材を設置した請求項１記載の
医療用吸引管。
【請求項３】請求項１及び２記載の吸引管を組み込み、
吸引しながら組織や神経を引っ張ることができる医療用
鈎。
【請求項４】請求項１及び２記載の吸引管を組み込み、
吸引しながら組織を挟むことができる医療用ピンセッ
ト。
【請求項５】請求項１及び２記載の吸引管を組み込み、
吸引しながら組織を挟み或いは削り取ることができる医
療用鉗子。
【請求項６】内視鏡手術の際、器具やスコープを挿入す
るための筒であり、請求項１及び２記載の吸引管を組み
込み吸引機能を持たせたトラカール。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】本発明は外科手術の際使用す
る医療用吸引管に関する。
【０００２】
【従来の技術】従来の医療用吸引管はすべて一重構造の
筒で、管の先に穴が明いているだけのものが多く、稀に
筒の横にスリットのように縦長の穴が明いているものが
ある。鈎やピンセット等に組み込まれたものでも同様に
一重構造の筒が組み込まれている。
【０００３】
【発明が解決しようとする課題】管の先だけに穴が明い
ていると吸引力が集中し、本来吸引すべき血液や洗浄用
の生理食塩水だけでなく、周囲の組織や神経を吸着して
しまう。小児心臓血管外科では血管自体が細く、新生児
の場合肺動脈等太い血管であっても吸引管を近づけると
血管全体を閉塞させてしまう。脳外科や脊椎外科では神
経を損傷しないように慎重な剥離を行うが、視野を確保
するために吸引作業はかかせない。吸引管の神経への吸
着は時に重大な神経麻痺を起こす恐れがあり、吸引管先
端にゴム管等を接続して神経損傷を回避している。
【０００４】吸引管の穴形状が縦長であったり、穴数が
複数であっても構造が一重の筒である限り、空気を吸っ
て吸引力を落とすだけであり、本来の吸引機能を満足で
きなくなる。
【０００５】従来の吸引管は吸引力の加減が難しく、手
元には必ず調整用の穴が明いている。術者はここに指を
押し当て、塞いだ状態であれば先端は吸引、明けておけ
ば先端は吸引しない、といった操作を強いられている。
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【０００６】また先端の穴は液体だけを吸ってくるとは
限らず、血塊、組織切片、骨片等を吸着してしまうと吸
引管は詰まり、手術は中断せざるを得ない。ヘルニア摘
出術では術中に摘出組織を頻繁に吸着するため、複数の
吸引管を準備する必要があり、詰まった吸引管はマンド
リンと呼ばれる細い針金により内部を掃除しなければな
らない。
【０００７】
【課題を解決するための手段】上記の問題点を解決する
ために、本発明は、吸引管を外筒と内筒の多重構造と
し、外筒及び内筒に無数の穴を明け、外筒と内筒又は内
筒と内筒の隙間を血液の毛細管現象が起こる程度に狭く
設定し又はその間に吸水性素材を設置し、外筒表面から
血液を吸着し、最も内側の内筒から吸引する構造とし
た。
【０００８】
【発明の実施の形態】以下、本発明の実施の形態を図面
に基づいて説明する。図１は請求項１に係る吸引管を例
示している。外筒１の無数の穴から吸着された血液は毛
細管現象により内筒２表面に到達する。内筒２表面にも
無数の穴が形成されており、血液はここで初めて内筒２
により吸引される。外筒１から内筒２表面への血液の到
達は毛細管現象によるものであり、穴の数が多いため外
筒１表面にはほとんど吸引力が発生しない。外筒１表面
に接触した血液或いは生理食塩水のみが吸引される。外
筒１に部分的に血液が接触している場合でも毛細管現象
により血液は瞬時に外筒１と内筒２の隙間全周へ入り込
み、空気を吸い込みにくく、吸引効率が高い。外形状は
一般的に円柱であるが、挿入部位などによって楕円柱な
どとしてもよい。素材はステンレス、真鍮等の金属を用
いた場合再使用可となるが、細部の洗浄が困難であるこ
とが予想されるので、ポリプロピレン、塩ビ等の高分子
素材を用い、使い捨てとしてもよい。ポリプロピレン、
塩ビ、テフロン（登録商標）、ポリウレタン等を柔軟に
加工し、該吸引管を形成すると術野の奥深く、臓器の隙
間等に設置でき、吸引操作を行うことなく持続吸引が可
能となる。
【０００９】図２は請求項２に係る外筒１と内筒２の間
に吸水性素材３を設置した例である。術野が狭く、吸引
管自体が細くてよい場合は外筒１、内筒２の二重構造で
よいが、毛細管現象が内部で起こる太さには限界があ
る。吸引管自体を太くする場合、筒構造を三重、四重と
重ねていけば毛細管現象を確保できるが、コストがかか
る。そこで外筒１と内筒２の間にセルローススポンジ等
の吸水性の高い素材を設置し、吸着された血液を内筒２
に到達させることが可能となる。
【００１０】図３は請求項３に係る医療用鈎を示してい
る。鈎は組織を引っ張り、刃物等の器具が接触しないよ
うにしたり、術者の視野を確保したりするものである。
鈎の柄に沿って該吸引管４ａを接続してもよいが、請求
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項１記載の吸引管自体を扁平に形成し、柄を接続しても
同じ効果が得られる。
【００１１】図４は請求項４に係る医療用ピンセットを
示している。ピンセットを形成する２枚の板の片方或い
は両方に該吸引管４ｂを接続してもよいが、請求項１記
載の吸引管自体を片方或いは両方の板として形成し貼り
合わせ、吸引機能付きピンセットとしてもよい。
【００１２】図５は請求項５に係る医療用鉗子を示して
いる。この鉗子は骨片を切除するものである。先端に該
吸引管４ｃを接続してもよいが、先端部分を該吸引管構
造として加工し、吸引機能付き骨切除鉗子としてもよ
い。
【００１３】図６は請求項６に係る内視鏡手術の際、器
具やスコープを挿入するための筒であり、該吸引管４ｄ
を組み込み吸引機能を持たせたトラカールを示してい
る。トラカール下部は常に術野に接触しており、下部全
周に吸引機能をもたせると術者の視野を妨げずに吸引が
可能となる。
【００１４】
【発明の効果】本発明は以上説明したような形態で実施
され以下に記載されるような効果を奏する。
【００１５】外筒、内筒の多重構造にすることにより、
外筒表面の吸着が発生しない。従って、本来吸引すべき*
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*血液や洗浄用の生理食塩水のみを吸引し、周囲の組織や
神経を吸着しない。小児心臓血管外科での血管閉塞、脳
外科や脊椎外科での神経麻痺等を回避する。
【００１６】吸引効率が高く、術者の手元操作が不要で
あり、管の詰まりによる掃除も不要となる。
【００１７】外筒の表面吸着がないので、鈎、ピンセッ
ト、鉗子、トラカール等術中の継続操作に関わる器具に
容易に取りつけが可能となる。術者は吸引に関わるトラ
ブルに神経を尖らせることもなく、器具類に吸引機能が
設置されていることにより、本来の吸引管単体の使用頻
度も減少し、手術時間の短縮につながる。
【図面の簡単な説明】
【図１】吸引管の断面図及び外観図である。
【図２】吸水性素材を設置した吸引管の断面図である
。
【図３】吸引管を接続した鈎の外観図である。
【図４】吸引管を接続したピンセットの外観図である
。
【図５】吸引管を接続した鉗子の外観図である。
【図６】吸引管を接続したトラカールの外観図である
。
【符号の説明】
１外筒
２内筒
３吸水性素材
４ａ、４ｂ、４ｃ、４ｄ吸引管

【図１】 【図２】

【図３】 【図６】
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